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Ｉ-46 う蝕薬物塗布処置⑤ 

 

《令和４年１２月１日更新》 

《令和３年２月２６日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、スケーリングを行った歯に対するう蝕薬物塗布処置の算定

を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

歯又は歯周組織の症状に応じて、歯周病に対する歯周基本治療を行った

後に、う蝕に対するう蝕薬物塗布処置を行うことが臨床上あり得るものと

考えられる。 

 


